
第35回 「Introduction to Model Context Protocol」
   Anthropic 公式 Claude Academy

Claude Code

動作を覗く道具
   公式の教材を、順番に



この資料について

Anthropic とは関係のない、⾮公式の資料です

公式の学習サイト Claude Academy の⽇本語訳です

原⽂（英語）Introduction to Model Context Protocol ∕ The 
server inspector

前回で道具を定めました。今回は、それを試す回です

1出どころ：Claude Academy「Introduction to Model Context Protocol」レッスン4（Anthropic 公式・英語）／非公式の日本語要約です



全51回の、今⽇はここ

2出どころ：Claude Academy「Introduction to Model Context Protocol」レッスン4（Anthropic 公式・英語）／非公式の日本語要約です



今⽇のレッスン

Introduction to MCP の第4回

原題 The server inspector

 訳 動作を覗く道具

ひととおりのアプリにつながずに、作ったサーバーを試せます

3出どころ：Claude Academy「Introduction to Model Context Protocol」レッスン4（Anthropic 公式・英語）／非公式の日本語要約です



① 検査の道具を動かす

原題 Starting the Inspector

mcp dev mcp_server.py と打ちま
す

作りかけ⽤のサーバーが⽴ち上が
り、⾃分の機械の中だけの住所が出
ます

その住所をブラウザで開くと、そこ
が検査の画⾯です

4出どころ：Claude Academy「Introduction to Model Context Protocol」レッスン4（Anthropic 公式・英語）／非公式の日本語要約です



② 画⾯で探すもの

原題 Using the Inspector Interface

Connect のボタン ⾃分のサーバー
を動かし始めるため

⾏き先の⾒出し 資料・道具・頼み
⽅など、種類ごとに分かれています

まず Connect を押すと、
Disconnected から Connected に
変わります

5出どころ：Claude Academy「Introduction to Model Context Protocol」レッスン4（Anthropic 公式・英語）／非公式の日本語要約です



③ 道具を試す

原題 Testing Your Tools

List Tools を押すと、持っている道
具が全部出ます

1つ選ぶと、右側に中⾝と、⼊れる
欄が出ます

番号を⼊れて Run Tool を押すと、
結果と返ってきた中⾝の両⽅が⾒え
ます

6出どころ：Claude Academy「Introduction to Model Context Protocol」レッスン4（Anthropic 公式・英語）／非公式の日本語要約です



④ 道具どうしのつながりを試す

原題 Testing Tool Interactions

いくつもの道具を、続けて試せます

書き換える道具で直したら、そのま
ま読む道具で確かめられます

道具を呼ぶあいだも、サーバーは中
⾝を覚えています

7出どころ：Claude Academy「Introduction to Model Context Protocol」レッスン4（Anthropic 公式・英語）／非公式の日本語要約です



覗いて、確かめる

8出どころ：Claude Academy「Introduction to Model Context Protocol」レッスン4（Anthropic 公式・英語）／非公式の日本語要約です



⑤ 作っているときの使い⽅

原題 Development Workflow

道具の中⾝を、すばやく直しては試す

ぎりぎりの場合や、うまくいかない場合を試す

道具どうしのつながりや、覚えている中⾝を確かめ、その場で不
具合を調べる

9出どころ：Claude Academy「Introduction to Model Context Protocol」レッスン4（Anthropic 公式・英語）／非公式の日本語要約です



今回のまとめ

mcp dev と打つだけで、画⾯から試せる

まず Connect。つながりの表⽰が変わる

List Tools で道具が並び、Run Tool で動かせる

続けて試せる。サーバーは中⾝を覚えている

試すプログラムを別に書かなくてよくなる

10出どころ：Claude Academy「Introduction to Model Context Protocol」レッスン4（Anthropic 公式・英語）／非公式の日本語要約です



次回

Introduction to MCP の第5回

原題 Implementing a client

 訳 つなぐ側を作る

サーバーができたので、今度はつなぐ側を作ります

全51回の、36回⽬です

11出どころ：Claude Academy「Introduction to Model Context Protocol」レッスン4（Anthropic 公式・英語）／非公式の日本語要約です



その道具、思ったとおりに動いていますか


